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チオ尿素（CAS no. 62-56-6） 

 

文献信頼性評価結果 

 

 
○：既存知見から示唆された作用 

－：既存知見から示唆されなかった作用 

*その他：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用等 

 

チオ尿素の内分泌かく乱作用に関連する報告として、動物試験において、甲状腺ホルモン様作用、

抗甲状腺ホルモン様作用、視床下部―下垂体―甲状腺軸への作用、視床下部―下垂体―生殖腺軸へ

の作用等を示すことが示唆された。 

 

(１)生態影響 

 Swapna ら(2006)によって、チオ尿素 300,000μg/L(設定濃度)に 21 日間ばく露したヒメナマズ科

の一種アフリカンクララ(Clarias gariepinus)成熟雄(精巣発達周期として resting phase から

preparatory phase に相当)への影響が検討されている。その結果として、精巣中蛋白質濃度、精

嚢中蛋白質濃度、精巣中過酸化脂質濃度、精嚢中過酸化脂質濃度、血清中トリヨードサイロニ

ン濃度、血清中テストステロン濃度、血清中 11-ケトテストステロン濃度、精巣中テストステ

ロン濃度、精巣中 11-ケトテストステロン濃度、精嚢中テストステロン濃度、精嚢中 11-ケトテ

ストステロン濃度、精巣中精子形成段階に占める精子細胞及び精子比の低値、精巣中精子形成

段階に占める精原細胞の割合、精巣中精子形成段階に占める精母細胞の割合の高値が認められ

た。 

想定される作用メカニズム：甲状腺ホルモン様作用（甲状腺ホルモン濃度の低下）、甲状腺

ホルモン濃度低下による性ホルモン生成への影響、視床下部―下垂体―甲状腺軸への作用、視

床下部―下垂体―生殖腺軸への作用 

 

(２)生殖影響 

 Chanと Ng (1995)によって、チオ尿素 200mg/kg/weekを１日齢から皮下投与(４週間と思われる)

した雌 ICR マウスへの影響が検討されている。その結果として、始原卵胞及び成熟途上一次卵

胞数の低値(28日齢)、縮退卵胞数の高値(28日齢)が認められた。なお、非ばく露雄との交配試

験(８～９週齢から開始)においては交尾率、妊娠率、同腹仔数、仔動物体重、仔動物尾長には

影響は認められなかった。 

また、チオ尿素 200mg/kg/week を１日齢から皮下投与(４週間と思われる)した雄 ICR マウス

への影響が検討されている。その結果として、細長い精子細胞を含有する精細管率の低値(28

日齢)が認められた。なお、精細管中細胞に占めるセルトリ細胞の割合(28日齢)、精細管中細胞

に占める生殖細胞の割合(28 日齢)、精細管直径(28 日齢)には影響は認められなかった。非ばく

露雌との交配試験(８～９週齢から開始)においても交尾率、妊孕率、同腹仔数、仔動物体重、
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仔動物尾長には影響は認められなかった。 

想定される作用メカニズム：抗甲状腺ホルモン様作用、視床下部―下垂体―甲状腺軸への作

用、視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用 

 

(３)膵臓影響 

 Ammon ら(1984)によって、チオ尿素 800、1,600、3,200、5,600μM(=60,900、122,000、244,000、

426,000μg/L)の濃度に 90 分間ばく露したラット膵臓への影響(グルコース 11.1mM 共存下)が検

討されている。その結果として、5,600μM(=426,000μg/L)の濃度区でインシュリン分泌量の高値

が認められた。 

想定される作用メカニズム：インスリン分泌の促進 
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